










対象 ・他者 ・自己との対話を繰り返しながら問題を解決していく子どもたちを育てていく 。
学び続ける子どもたちとは

































































































































































めざすカ 自ら進んで対象 • 他者 ・自己と対話し問題解決をやり抜こうとする主
（学びに向かうカ ・人間性等） 体的 ・協働的な態度，また，学びを生活に生かそうとする態度
つなぐカ 対象• 他者・自 己との対話を繰り返しながら，問題解決に向けて考え
（思考カ・判断カ・表現力等） 判断し，思いや考えを相手や状況に応じて表現する資質 ・能力


























えて横断的に有効なものを選び出した。「比べる • 関係づける ・まとめる ・広げる ・予想する ・見
方を変える」の 6つである。（表 1)この「見方 ・考え方」は学年，教科によって少し異なってく
るが， どの学年， どの教科において も身につけさせていくものである。
表 1: 可視化，共有化を支える子どもの 6つの考え方
考え方 比べる 関係づける まとめる 広げる 予想する 見方を変える
単純 ・簡単に 意味やイメ ー
相違点，共 つながりを示 する。 ジを広げる。 ある根拠をも
多様な視点や定義 通点を見つ す。 （要約） （想像） とに先や結果
（思考法） ける。 （関係 • 関連付け） きまりや概念 既習を使って を予想する。 観点でみる。
（多面的にみる）
（比較） をつくる。 解決する。 （推論）
（抽象化） （応用）
相違点，共 つながりを示 単純 ・簡単に 意味やイメ ー わかっている 多様な視点や
通点を見つ そうとしてい しようとして ジを広げよう ことをもとに 観点でみよう





相違点，共 つながりを示 大事なことを 特徴をみつ わかっている 多様な視点や
通点を見つ している。 見つけてい け，特徴から ことを根拠に 観点でみてい







相違点，共 つながりを示 単純 ・簡単に 意味やイメー 根拠をもとに 多様な視点や
通点を見つ し，意味を考 している。 ジを広げてい 先や結果を予 観点でみて，
け，理由を えている。 る。 想し，考えに 気付いたこと
II 考えてい つくったきま 生かしてい から考えをつ
る。 りや概念をつ 既習を使って る。 くつている。
くつている。 解決してい
る。
〇比較する 0関係•関連 0要約する 0想像する 0推論する 〇多面的にみ
付ける まとめる と 想像すると… る
比べると ～という関係 あわせる と ～から予想す
子ども ちがって・ がある つまり・ 〇応用する ると・ 立場をかえる
の言葉 同じで ～と •• •はつな 0抽象化する 前に～したこ ～だからたぶ と・
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授業の実際・評価
【知識基盤社会を生きていくために】
｀`  
研究の重点
0可視化，共有化，焦点化を大切に
した授業づくり
0学びの筋を大切にした単元づく
りと身に付けさせたい見方・ 考え
方
□子どもの学びを支える学習環境
0生涯にわたって学び続ける 0他者との関わりを大切にする 0自ら問題を解決していく
研究の評価
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